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ISO/IEC27017 
CERTIFICATION 

ISMS クラウドセキュリティ認証 

 

情報システムやインターネットが 

組織の運営に不可欠となっている 

現在、利便性や拡張性などの観点 

から、クラウドサービスの利用が 

急速に広がっています。クラウド 

サービスを提供、または利用する 

組織にとって、クラウドサービス 

に対応したセキュリティ管理体制 

の構築が急務となっています。 

 

 

求められるクラウドセキュリティへの対応 

我が国において、一部でもクラウドサービスを利

用している企業は 64.7%（令和 2年版情報通信白書、

以下同）とここ数年で跳ね上がっており、その

85.5%が効果を実感しています。その一方で、クラ

ウドサービスを利用していない企業のうち 31.8%

が情報漏洩などセキュリティへの不安を挙げるな

ど、組織にとって重要な情報を預けるクラウドサ

ービスには、安全と信頼が必要不可欠です。 

ISO/IEC27001を補完するISO/IEC27017 
ISO/IEC27017 は 2015 年に発行されたクラウドセ

キュリティに関する国際規格で、ISO/IEC27001(情

報セキュリティマネジメントシステム)に付随し

てクラウドセキュリティに適合していることを証 

明するものです。

クラウドサービス

プロバイダ(クラ

ウドサービスの提

供者)とクラウド

サービスカスタマ

(クラウドサービ

スの利用者)、また 

はその両方に該当する組織を対象としており、適用

範囲は ISO27001 認証範囲と同一またはその一部に

なります。ISO27017は ISO27001と同時に審査を行

います。（既に ISO27001を取得している場合の初回

認証審査は単独で審査可能ですが、認証期間は

ISO27001と同一になります。） 

ISO27017 認証を受けることで情報セキュリティマ

ネジメントを強化（管理策の実施）し、クラウドセ

キュリティ管理体制を構築することによるリスクの

低減、クラウドサービスプロバイダにとっては利用

者へ信頼性をアピールすることにもつながります。 

インターテックの使命 
私どもは、「認証を通してお客様の未来に変革と付加

価値をもたらすことを理念とし、さらに効果のある

審査で継続的改善を促す触媒として役立つ使命」を

掲げ活動しています。お陰様で、ISO9001 日本国内

認証件数 No.1(※)となりました。 

●お問い合わせ先 

インターテック・サーティフィケーション株式会社 

東京都中央区日本橋堀留町 1-4-2 日本橋ﾉｰｽｽｸｴｱ 
TEL   03-3669-7435（営業部直通） 

MAIL info.ba-japan@intertek.com 
(※)2020 年 12 ⽉末、公益財団法⼈ ⽇本適合性協会（JAB）調査に当社回答分にて集計 
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クラウドサービスの利⽤が加速的に広がる中、情報漏洩などのリスクを恐れて導⼊を⾒合わせるなど 
情報セキュリティは⼤きな不安要素となっており、クラウドセキュリティへの対応は喫緊の課題です。 

 

 

 
✔ クラウドサービス利⽤によるリスクの低減 

✔ 客観的な安全性の再確認 
✔ 顧客への信頼性のアピール 
✔ インシデントに対応する業務プロセスを構築 
✔ クラウドセキュリティに関する組織内のガイドラインの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターテック・サーティフィケーションは、あらゆる産業分野にわたる幅広い認証サービスを巨⼤な多国
籍組織から⼩規模組織まで全世界で約 30,000 社のお客様に提供しています。ISO9001 では国
内認証組織件数 No.1、ISO9001/14001 認証組織合算件数でも No.1（※）みなさまのビジネ
スパートナーとして、企業価値向上に貢献できるような効果のある認証サービスの提供に努めておりま
す。お⾒積りのご⽤命、訪問説明などお気軽にお問合せください。 

(※)2020 年 12 ⽉末、公益財団法⼈ ⽇本適合性協会（JAB）調査に当社回答分にて集計 

企業におけるクラウドサービスの利⽤状況 クラウドサービスを利⽤していない企業の理由 

ISO/IEC27017 取得の利点 

ISO/IEC27017 審査・認証の流れ（例） ※ISO27001 を取得済の場合 

ISO27017 取得後、次回審査（サーベイランスまたは再認証
審査）からは ISO27001 と同時審査となります。 

（出所︓令和 2 年情報通信⽩書） （出所︓令和 2 年情報通信⽩書） 

クラウドセキュリティ認証取得のメリット 
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